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弥富ふ頭第１貯木場埋立地 

図２ 

※将来構想の道路については、図６「名古屋港港湾計画図（抜粋）」を参照 
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弥富ふ頭第１貯木場埋立地公共施設配置図
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公募対象地周辺図 

（※標準断面図ですので場所により図面と現況に相違がある場合があります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥富ふ頭第１貯木場埋立地 

図４－１ 
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（将来構想） 
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道路（１）  
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弥富⑩号線（切土部（西端から８０メートル程度）） 
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公募対象地周辺の利用状況図（商港区） 

 

【凡例】 
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図４－２ 



 

ボーリング箇所図 

 

：ボーリング箇所図面番号 
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ボーリング柱状図

調 査 名 弥 富 ふ 頭 道 路 地 盤 改 良 検 討 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 愛 知 県 弥 富 市 楠 地 内 北 緯 3 5 ﾟ  2 '  3 2 . 6 "

東 経 1 3 6 ﾟ  4 7 '  5 1 . 6 "発 注 機 関 名 古 屋 港 管 理 組 合 調査期間 平成 1 8年  9月  6日  ～ 1 8年  9月   日

調 査 業 者 名
基礎地盤コンサルタンツ株式会社

電話 ( 0 5 2 - 5 8 9 - 1 0 5 8 )
主任技師 細 堀 　 建 司

現 場
代 理 人

田 中 　 博 孝
コ ア
鑑 定 者

田 中 　 博 孝
ボｰリング
責 任 者

青 山 　 錠 市

孔 口 標 高 NP
+5.57m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

ト ン ビ

エンジン N S - 7 5 ポ ン プ K A N O - V 4総 掘 進 長  10.50m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)
  5.47

  4.77

  0.82

 -0.43

 -1.23

 -1.73

 -3.43

 -3.88

 -4.93

層

厚

(m)
  0.10

  0.70

  3.95

  1.25

  0.80

  0.50

  1.70

  0.45

  1.05

深

度

(m)
0.10

0.80

4.75

6.00

6.80

7.30

9.00

9.45

10.50

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ5～30mmの亜角～亜円礫主体。
盛土(
シルト
混り砂
礫)

暗

褐

礫はφ5～30mm、φMAX=50mm程度
の亜角～亜円礫主体。
全体的にシルト分を混入する。

盛土(
礫混り
細砂)

暗黄
灰

上部φ5～30mm、φMAX=50mm程度
の亜角～亜円礫を混入する。
部分的に細粒分を多量に混入す
る。
GL-4.00m付近、含水量大位。

盛土(
シルト
質細砂
)

暗

灰

非

常

に

緩

い

ほぼ均質な地層である。
GL-6.00m付近、木屑を混入する。

盛土(
シルト
)

暗

灰

砂の粒径ほぼ均一。
部分的に細粒分を混入する。
貝殻片を混入する。

盛土(
細砂) 暗灰

緩

い

砂は細～中砂で、粒径不均一。
ヘドロを混入する。
貝殻片を混入する。

盛土(
シルト
質砂)

暗

灰

非常
に緩
い

局所的に貝殻片を多く混入する。
所々砂分を混入する。
ヘドロを混入する。

盛土(
シルト
)

暗

灰

非常
に軟
らか
い

砂は細～中砂で、粒径不均一。
部分的にヘドロを混入する。

盛土(
シルト
質砂)

暗

灰

非常
に緩
い

砂は細～中砂である。
貝殻片、木片を混入する。

砂混り
シルト

暗灰
～黒
灰

軟ら
かい

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.05

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
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1
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1
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入
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2.45

3.15

3.53

4.15

4.45
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10.15

10.50
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3
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1

1

2

2

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

5.00

5.80

試

料

番

号

T-2-5

採

取

方

法

○T

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

9

6



ボーリング柱状図

調 査 名 弥 富 ふ 頭 道 路 地 盤 改 良 検 討 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 4 調査位置 愛 知 県 弥 富 市 楠 地 内 北 緯 3 5 ﾟ  2 '  3 2 . 6 "

東 経 1 3 6 ﾟ  4 7 '  5 5 . 6 "発 注 機 関 名 古 屋 港 管 理 組 合 調査期間 平成 1 8年  9月  7日  ～ 1 8年  9月  7日

調 査 業 者 名
基礎地盤コンサルタンツ株式会社

電話 ( 0 5 2 - 5 8 9 - 1 0 5 8 )
主任技師 細 堀 　 建 司

現 場
代 理 人

田 中 　 博 孝
コ ア
鑑 定 者

田 中 　 博 孝
ボｰリング
責 任 者

青 山 　 錠 市

孔 口 標 高 NP
+5.56m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

ト ン ビ

エンジン N S - 7 5 ポ ン プ K A N O - V 4総 掘 進 長  10.50m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)
  5.41

  4.46

 -0.14

 -3.89

 -4.94

層

厚

(m)
  0.15

  0.95

  4.60

  3.75

  1.05

深

度

(m)
0.15

1.10

5.70

9.45

10.50

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ5～50mmの亜角礫主体。
コンクリート片混入する。

盛土(
礫混り
砂)

黄褐
灰

礫はφ5～50mm程度の亜円～亜角
礫主体。

盛土(
礫混り
シルト
質砂)

暗

褐

GL-1.10～1.40m間、局所的に砂分
多く、シルト質砂状を呈する。
全体的に貝殻片を混入する。

盛

土

(

シ

ル

ト

)

暗

灰

非

常

に

軟

ら

か

い

砂の粒径ほぼ均一である。
上部、シルトをレンズ状に挟む。
所々、貝殻片を混入する。
ヘドロを混入する。
含水量大位。

盛

土

(

細

砂

)

暗

灰

非

常

に

緩

い～
緩

い

ほぼ均質な地層である。
所々に木片を混入する。

シルト
暗

灰
軟ら
かい

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
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1

30

1

30

2

1
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2
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2

2
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～
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2

1

3
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2

2

17
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～

30

2

12

1

2

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

1

30

1

30

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

6

32

3

35

5

33

6

30

4

35

1.15

1.45

2.15

2.45

4.00

4.50

5.00

5.50

6.15

6.47

7.15

7.50

8.15

8.48

9.15

9.45

10.15

10.50

N     値

0 10 20 30 40 50 60

1

1

0

0

6

3

5

6

3

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

3.00

3.85

試

料

番

号

T-4-3

採

取

方

法

○T

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

9

7



ボーリング柱状図

調 査 名 弥 富 ふ 頭 道 路 地 盤 改 良 検 討 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 6 調査位置 愛 知 県 弥 富 市 楠 地 内 北 緯 3 5 ﾟ  2 '  3 2 . 6 "

東 経 1 3 6 ﾟ  4 7 '  5 9 . 5 "発 注 機 関 名 古 屋 港 管 理 組 合 調査期間 平成 1 8年  9月  8日  ～ 1 8年  9月  8日

調 査 業 者 名
基礎地盤コンサルタンツ株式会社

電話 ( 0 5 2 - 5 8 9 - 1 0 5 8 )
主任技師 細 堀 　 建 司

現 場
代 理 人

田 中 　 博 孝
コ ア
鑑 定 者

田 中 　 博 孝
ボｰリング
責 任 者

青 山 　 錠 市

孔 口 標 高 NP
+4.15m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

ト ン ビ

エンジン N S - 7 5 ポ ン プ K A N O - V 4総 掘 進 長  10.50m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

  0.55

 -2.60

 -4.55

 -6.35

層

厚

(m)

  3.60

  3.15

  1.95

  1.80

深

度

(m)

3.60

6.75

8.70

10.50

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

ほぼ均質な地層である。
貝殻片を少量混入する。

盛

土

(

シ

ル

ト

)

暗

灰

非

常

に

軟

ら

か

い

砂の粒径均一である。
全体的に貝殻片、有機物を混入す
る。
局所的に貝殻片を多量に混入す
る。
含水量大位。

盛

土

(

細

砂

)

暗

灰

非

常

に

緩

い

砂は細砂である。
貝殻片を多量に混入する。
有機物を混入する。
全体的にヘドロを混入する。

砂混り
シルト

暗

灰

非常
に軟
らか
い

有機物を混入する。
GL-10.00m付近、微砂を多く混入
する。
下部にヘドロを混入する。

シ

ル

ト

暗

灰

非常
に軟
らか
い

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

0.70

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

15

1

20

1

20

1

35

1

40

1

16

1

15

10

～

20

1

15

1

12

1

17

1

16

1

20

20

～

30

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

2

30

2

32

2

37

1

35

1

40

2

32

2

35

1.00

1.50

2.00

2.50

4.15

4.45

5.15

5.47

6.15

6.52

7.15

7.50

8.15

8.55

9.15

9.47

10.15

10.50

N     値

0 10 20 30 40 50 60

0

0

2

2

2

1

1

2

2

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

3.00

3.60

試

料

番

号

T-6-3

採

取

方

法

○T

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

9

8



ボーリング柱状図

調 査 名 第 2 ・ 第 1 貯 木 場 地 盤 改 良 等 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 8 調査位置 愛 知 県 弥 富 市 楠  第 1 貯 木 場 埋 立 区 域 地 内 北 緯 3 5 ﾟ  0 2 '  3 7 . 0 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ  4 7 '  5 0 . 2 3 "発 注 機 関 名 古 屋 港 管 理 組 合 調査期間 平成 20年 10月 24日 ～ 20年 10月 28日

調 査 業 者 名
株式会社日本港湾コンサルタント 中部事務所

電話 ( 0 5 2 - 2 2 9 - 8 1 8 6 )
主任技師 榊 原  芳 昭

現 場
代 理 人

水 野  達 夫
コ ア
鑑 定 者

杉 江  剛 史
ボｰリング
責 任 者

近 藤  義 美

孔 口 標 高 N.P.
+6.05m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 ワ イ ビ ー エ ム Y B M 0 5 - D A 2
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 式

エンジン ヤ ン マ ー N F D 9 - K ポ ン プ ワ イ ビ ー エ ム V 5 - P総 掘 進 長  49.38m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

  4.05
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名古屋港港湾計画（抜粋） 

 
（平成２７年１２月改訂） 
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